
博士 （獣医学）豊福  肇

    学位論文題名

    Application of the risk assessment framework for

the microbiological hazards and marine biotoxins in food

（食品中の微生物学的ハザード及びマリンバイオトキシンに対する

    りスク評価の適用）

学位論文内容の要旨

  食品の安全性と健康に関する国際食品規格委員会（コーデックス）規格及ぴ関連文書の

作成はりスク分析に基づくぺきであり、また、世界貿易機構くWT O)の「衛生植物検疫

措置の適用に関する協定(SPS協定）Jにおいても、リスク評価に基づく衛生措置の実施が

求められている。このように、科学的な情報に基づき、透明な過程により、リスク管理者

はりスク管理措置を選択することが重要になってきている。農薬、食品添加物、動物用医

薬品、環境汚染物質等でこれまで約40年間の食品安全におけるりスク評価の歴史があるが、

食品中の微生物及ぴマリンパイオトキシン分野ではほとんど適用されていなかった。

  コーデックスは微生物分野にもりスク評価の考え方を導入するよう1997年に勧告し、

1999年に最初のFAO/WHO合同専門家会議が開催された。さらにコーデックスの食品衛

生部会から依頼を受け、世界保健機関CWHO)は国連世界農業食料機関(FAく〕）とともに、

国際的な微生物学的リスク評価CMRA)を2000年1月より開始した。FAÓ WH0による食

品のMRAでは食品ー病原微生物の組み合わせについて、モンテカルロシミュレーション

によって、結果を確率分布で示す定量的、確率論的リスク評価モデルを用い、様々なりス

ク管理上の質問に対し異なったシナリオ毎にりスクがどのように変化ナるのかを推定し

た。

  本研究においては、鶏卵中のサルモネラ・エンテリティディスおよぴそのまま喫食でき

る食品（Ready．t0．eatfood8冫中のりステリア・モノサイトゲネスのMRAを実施した。鶏

卵中のサルモネラ．エンテリティディスのMRAでは、産卵鶏の鶏群の有病率を減少させる

と喫食当たりのりスクが直線的に低下することが示された。また鶏群の汚染率を26％と仮

定して、品質保持期限または保存温度と殻付卵1回喫食当りのりスクの関係を翻べた。品

質保持期限を17日に段定するとりスクは1％までしか減少しなかったが、品質保持期限を

7日または保存温度を7．7℃に設定するとりスクは60％減少した。また、食品中のりステリ

アのりスク評価では、微生物規格を26g中不検出から1，000CFU′gまでの範囲でりスクを

推定した。現在の食品由来のりステリア症は極めて菌数の高い食品によるものがほとんど

であり、規格が0．04clm・′gから1，000C冒U信の範囲では、発症するりスクに変わりはなく、

消費時に菌数が高い食品を排除できれぱりステリア症患者数を大きく抑えることができる

と推定きれた。

  マリン卜キシンは、有毒プランクトンが産生し、二枚貝等が体内に蓄積し、麻痺性貝毒、
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下 痢 性貝 毒等 の 健康 被害 の 原因 とな る 。リ スク 管 理の 手法 と して は、定期的な 貝の毒性試

験 を 行い 、規 制 値を 超え る マリ ント キ シン が検 出 きれ た場 合 、探 捕、流通の規 制等が実施

さ れ 、健 康被 害 が未 然に 防 がれ てい る 。し かし 、 コー デッ ク スに はマリントキ シンの国際

的 な 規制 値が 役 定さ れて い ない し、 ま た各 国が 独 自に 設定 し てい る貝毒の種類 やその規制

値が違うため、貿易上の障害となりうる。

  そ こで 、本 研 究で は農 薬等のりスク評価 で用いられた手法 を用い、アザスピル アシッド，

ブ レ ポト キシ ン 、サ イク リックイミン、ド ウモイ酸，オカダ 酸，ペクテノトキシ ン，サキシ

ト キ シ及 びイ エ ソト キシ ン にっ いて 、 実験 勧物 の 試験 成績 及 ぴヒ トの疫学デー タを基に、

Acute Reference Dose(ARfD)の 設定 を 試み た。 そ の結 果、 ヒ ト体 重(kg)当ルア ザスピルア

シッド：().04輩g瓜g’ドウモイ酸；011mガkg，オカダ酸：0．83職f′kgIサキシトキシ：O．7聾g瓜g，及

ぴ イ エソ 卜キ シ ン： 5011g瓜gの 暫定 AR正Dを 設定できたが、 ブレポトキシン、サ イクリック

イ ミ ン 及 び ベ ク テ ノ 卜 キ シン にっ い ては 、デ ー タ不 足に よ りARfDを 設 定で きな か った 。

  こ のよ うに 、 食品 のり ス ク評 価は ヒ トの 健康 被 害及 び食 品 中の ハザードに関 する科学的

な 情 報を 整理 し 、リ スク 軽 減措 置案 の 効果 を推 定 する こと に より 、透明で科学 的なりスク

管 理 上の 政策 判 断を 可能 と する 手法 で ある 。今 後 、食 品の 安 全性 を生産現場か ら消費者ま

で の フー ドチ ェ ーン 全体 で 確保 し、 食 品に よる り スク を下 げ るた めに、今回示 した微生物

及 び マリ ンパ イ オ卜 キシ ン のり スク 評 価の 成績 が りス ク管 理 者に より、適切に 活用される

ことが期待される。
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    学位論文題名

    Application of the risk assessment framework for

the microbiological hazards and marlnebiotOXinSinfood

    （食品中の微生物学的ハザード及びマリンバイオトキシンに対する

    りスク評価の適用）

  最近、食品の安全性と健康に関して、国内外においてりスク評価に基づく

衛生 措置の実施と科学的な情報に基づくりスク管理措置の選択が求められ

ている。農薬、食品添加物、動物用医薬品、環境汚染物質等での食品安全に

っい てのりスク評価はこれまで約40年間の歴史があるが、食品中の微生物

およ ぴマリンバイオトキシンについてのりスク評価はこれまでほとんど実

施されていなかった。

  まず食品中の微生物のりスク評価を実施した。食品ー病原微生物の組合せ
について、モンテカルロシュミレーションにより、結果を確率分布で示す定

量的、確率論的リスク評価モデルを用い、リスクがどのように変化するかを

推定した。鶏卵中のサルモネラ・エンテリティディスおよぴそのまま喫食で

きる食品中のりステリア・モノサイトゲネスの微生物学的リスク評価を実施

した。鶏卵中のサルモネラ・エンテリティディスのりスク評価では、産卵鶏

の鶏群間の有病率の減少と低温での鶏卵保存によルリスクは低下した。また、
食 品 中の り ステ リ アの り スク 評 価では 、微生物規 格が0．  04CFU/gか ら

1，OOOCFU/gの範囲では、発症するりスクに変わりはなく、消費時に菌数の高

い食 品を排除できればりステリア症患者数を大きく抑えることができると

推定された。

  各種マリントキシンにっき、農薬等のりスク評価で用いられる手法を用い、

実 験 動物 の 試験 成 績及 び ヒト の 疫学 デ ータ を 基に 、 急性 参 照 値(Acute
Reference Dose：ARfD)の設定を行った。その結果、ヒト体重(kg)当ルアザス

ピルアシッド：O． 04肛g/kg、サキシトキシン：O．7ルg/kg、及びイエソトキシ

ン：50ルg/kgの暫定ARfDを設定できた。
  今後、食品の安全性を生産現場から消費者までのフードチェーン全体で確



保し、食品による健康被害のりスクを下げるために、今回示された微生物及び
マリンバイオトキシンのりスク評価の成績がりスク管理者により、適切に利用
されることが期待される。
  よって審査員一同は、上記学位論文提出者豊福肇氏が博士（獣医学）の学
位を授与されるに十分な資格を有するものと認めた。


